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貸出金残高の推移 

（百万円） （％） 

１ 

地域の中小企業を中心とする事業資金の需要に積極的にお応えするなど、貸出金の増強に努めた結果、 

貸出金残高は前期末比 ６４億円増加して ６,８８７億円となりました。 

  貸出金残高 
 うち消費者
ローン残高 

平成２９年３月期 688,750 106,991 

平成２８年３月期 682,320 103,697 

平成２７年３月期 675,254 102,224 

平成２６年３月期 659,743 102,815 

平成２５年３月期 646,824 103,999 

（百万円） 

貸出金残高は６年連続して増加 
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2 

中小企業等に対する貸出金 

中小企業の皆さまに対する貸出金残高は、前期末比  １７０億円増加して５,１３５億円となりました。 

なお、中小企業や個人のお客さま向けの貸出金残高は、貸出金の ７４.５６％を占めております。 

中小企業等に対する貸出金の割合 

（平成29年3月末） 

貸出先件数 

貸出金残高 

大企業その他 
25.43% （残高） 

中小企業等 
（中小企業、自営業、個人） 

74.56% （残高） 

中小企業等 
（中小企業、自営業、個人） 

99.63%（件数） 

大企業その他 
0.36% （件数） 



貸出金残高に占める地元貸出金 

（平成29年3月末） 

大企業その他 
   23.32% 

その他 18.28%  

香川県 2.06%  

徳島県 3.41%  

愛媛県 9.77%  

高知県 

 66.45% 

中小企業等 
（中小企業、自営業、個人） 

      76.68% 
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平成２９年３月末の貸出金残高 ６,８８７億円のうち高知県内向け貸出金は４，５７７億円で、当行の貸出金全体の    
６６.４５％を占め、また、高知県内向け貸出金のうち ７６.６８％は中小企業や個人のお客さま向けのご融資となって
おります。 

  貸出金残高 
うち高知県内 

貸出金残高 

平成２９年３月期 688,750 457,739 

平成２８年３月期 682,320 460,733 

平成２７年３月期 675,254 462,238 

平成２６年３月期 659,743 459,593 

平成２５年３月期 646,824 461,947 

（百万円） 

貸出金残高 

6,887億円 

うち高知県内貸出金残高 

    4,577億円 

高知県内貸出金のうち 

中小企業等向け貸出金残高 

    3,509億円 



預金等残高の推移 

（百万円） 
（％） 
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地域に密着した営業活動を展開した結果、預金等の残高は前期末比  ８０億円増加して９,１４７億円となりました。 

  預金等残高 うち個人預金残高 

平成２９年３月期 914,777 642,191 

平成２８年３月期 906,742 636,146 

平成２７年３月期 906,202 645,348 

平成２６年３月期 898,898 644,988 

平成２５年３月期 882,414 641,862 

預金等残高は８年連続して増加 
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平成２９年３月末の預金等残高 ９,１４７億円のうち高知県内の預金等残高は ７,６１８億円で、預金全体の ８３.２８％を
占め、また、高知県内の預金等残高のうち ７４.８０％は個人のお客さまの預金となっております。 

 
14.4%  

24.3% 

（百万円） 

  預金等残高 
うち高知県内 

預金等残高 

平成２９年３月期 914,777 761,854 

平成２８年３月期 906,742 757,594 

平成２７年３月期 906,202 759,419 

平成２６年３月期 898,898 764,696 

平成２５年３月期 882,414 756,349 

預金等残高 

9,147億円 うち高知県内預金等残高 

7,618億円 

高知県内預金等残高のうち 

個人預金の残高 

   5,699億円 



6 

25,119
30,551

41,774 44,211 41,840

14,121

16,327

19,366

25,833 32,835

10,898

8,516

6,696

3,929

3,259

0

20,000

40,000

60,000

80,000

Ｈ25年3月 Ｈ26年3月 Ｈ27年3月 Ｈ28年3月 Ｈ29年3月

投資信託 生保窓販 国債
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67,836 

55,394 
 50,138 

（百万円） 

(販売累計額) 

 

73,973 

  投資信託 
生保窓販 

（販売累計額） 
国 債 合 計 

平成２９年３月期 41,840 32,835 3,259 77,934 

平成２８年３月期 44,211 25,833 3,929 73,973 

平成２７年３月期 41,774 19,366 6,696 67,836 

平成２６年３月期 30,551 16,327 8,516 55,394 

平成２５年３月期 25,119 14,121 10,898 50,138 

（百万円） 

  預金等残高 預り資産残高 合 計 

平成２９年３月期 914,777 77,934 992,711 

平成２８年３月期 906,742 73,973 980,715 

平成２７年３月期 906,202 67,836 974,038 

平成２６年３月期 898,898 55,394 954,292 

平成２５年３月期 882,414 50,138 932,552 

預金・預り資産の合計 

（百万円） 

平成３０年３月期 目標  ： １兆円 

77,934 
 

預り資産の残高は前期末比  39億円増加して  779億円となりました。 



有価証券期末残高の推移 

 

（百万円） 

7 

平成２９年３月期における有価証券の評価損益は、前期より １１億９５百万円減少して ８８億２７百万円となりました。 
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11,926 

平成２９年３月期の経費合計は、前期より １億２２百万円減少して １２１億４０百万円となりました。 
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金融再生法開示基準に基づく不良債権 

10 

金融再生法開示基準に基づく不良債権の合計は、前期より３４億３７百万円減少して３０５億３０百万円となり、 

不良債権比率は前期比０．５６ポイント低下して４．３６％となりました。 
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金融再生法開示基準に基づく不良債権の総与信額に占める割合

7.52 6.78

4.925.30
4.36

（単位：百万円） Ｈ25年3月期 Ｈ26年3月期 Ｈ27年3月期 Ｈ28年3月期 Ｈ29年3月期 

破産更生債権およびこれらに準ずる債権 8,030 5,388 4,146 4,233 5,269 

危険債権 33,607 31,578 29,105 27,460 23,570 

要管理債権 7,375 8,088 2,835 2,272 1,691 

合  計 49,013 45,055 36,087 33,967 30,530 

（％） 
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経営の健全性の重要な指標とされる自己資本比率は、前期より０．４３ポイント低下して９．７８％となりました。 

なお、平成２６年３月期以降は新基準（バーゼルⅢ）にて、経過措置を適用し算出しております。 

旧 基 準 新 基 準 



～ベスト・リージョナル・コラボレーション・バンクを目指して～ 

『地域の未来を築く こうぎんの挑戦』 

12 
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△1,354 △697 △ 647 △ 217 － 計画対比 

1,849 881 2,467 1,308 3,112 実績 

3,386 1,687 3,203 1,578 3,114 1,525 － 計画 

30/3期 29/9期 29/3期 28/9期 28/3期 27/9期 27/3期    

4.27 2.21 △0.03 △0.63 － 計画対比 

72.45 70.73 69.07 69.02 67.96 実績 

67.79 68.04 68.18 68.52 69.10 69.65 － 計画 

30/3期 29/9期 29/3期 28/9期 28/3期 27/9期 27/3期    

＊コア業務純益（業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券関係損益） 

＊業務粗利益経費率（（経費－機械化関連費用）÷業務粗利益） 
（単位：億円） 

（単位：百万円） 

コア業務純益 

業務粗利益経費率 

（単位：％） 

（単位：％） 

自己資本比率 

6 13 － 計画対比 

21 29 38 実績 

15 15 16 － 計画 

30/3期 29/3期 28/3期 27/3期    当期純利益 

△0.62 △0.19 － 計画対比 

9.78 10.21 10.21 実績 

10.4％程度 10.4％程度 － 計画 

30/3期 29/3期 28/3期 27/3期    自己資本比率 

10.4％程度 
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● 地域の活性化やサービス向上に向けた取り組み 

◇ 仁淀川流域の観光資源を応援！ 
    ～「仁淀ブルーノベルティグッズ」を作成～ 
 
当行は、地域ブランドの商標「仁淀ブルー」を用いた当行オリ
ジナルのノベルティグッズを作成し、平成２９年３月よりお客さ
まへの粗品として活用しております。 

これらの商品は、一部を除きほとんどが仁淀川流域の企業の

皆さまが製造しております。仁淀川流域の景色等をデザインと

しており、仁淀川の自然の素晴らしさや魅力を発信していきた

いと考えております。 

当行はこれからも、地域経済の活性化に努めてまいります。 
 

◇ 「薩長土肥連携首都圏バイヤー商談会」を開催 
 
当行は、お取引先企業や生産者の方を対象に、販路開拓機会

の創出を目的とした「薩長土肥連携首都圏バイヤー商談会」を

平成２８年１１月に開催いたしました。 

この商談会は、「薩長土肥包括連携協定」を締結した地域金融

機関５行庫との共催により、高知・鹿児島・山口・佐賀各県の魅

力ある食品などを取り扱う企業と、首都圏に販路を持つ百貨店

やスーパーなどの有力な買い手企業をご招待し、「逆見本市」

の形式にて開催いたしました。 

当行は、今後もさまざまな取り組みを通じて、地域の活性化に
貢献してまいります。 
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◇ 高知県内でクラウドファンディング事業を開始 ～ オーシャンリース株式会社 
 

当行の連結子会社であるオーシャンリース株式会社は、高知県内を対象に起業や新商品開発などの事業に必要な資金を、インターネットを介

して調達するクラウドファンディング事業を平成２８年４月６日より開始いたしました。 

オーシャンリースは、地域や地方に特化したクラウドファンディングの「ＦＡＡＶＯ」を運営する株式会社サーチフィールドと提携し、「ＦＡＡＶＯ高知」

を開設しており、当行と連携を図りながら、地域への新たな資金調達手法の提供を通じて、高知県内の産業活性化ならびに支援、育成に取り組

んでおります。 

また、行政機関や教育機関等との連携を図りながら、起業意欲の促進や地域貢献活動の創出、地域志向教育などをサポートしており、平成２８

年度には５つのプロジェクトが成立いたしました。 

◇  「こうぎん地域協働ファンド」への出資 
 

地域事業者の皆さまを対象に、創業支援や新規事業展開、ベンチャー企

業の育成等を目的とした「こうぎん地域協働投資事業有限責任組合」（通

称：こうぎん地域協働ファンド）を平成２８年４月１日に設立いたしました。 

本ファンドは、事業者の皆さまが保有している優れた技術や新商品、

サービス等を活かした事業展開に係る様々な経営課題をサポートしてい

くことにより、地域経済の活性化に貢献していくことを目的としており、こ

れまでに３件の案件に出資しております。 

なお、ファンドの組合員構成は当行のほか、オーシャンリース株式会社、

ＲＥＶＩＣキャピタル株式会社で、ファンド総額は３億円、当行の営業エリア

で事業を営む、または事業を開始予定の法人のお客さまを対象としてお

ります。 

【こうぎん地域協働ファンドのスキーム図】 
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◇ 外部機関との連携による地域の活性化に向けた取組み 

連 携 先 目 的 

高知商工会議所 

地域産業の振興や発展を図るための有効な施策を講じるために「業務連携・協力に関

する覚書」を平成２８年１２月に締結。 

地域の中小企業の皆さまのサポート体制をより一層強化。 

国立大学法人高知大学 

高知大学と遺贈に関する協定を平成２９年２月に締結。 

高知大学へ遺贈（遺言で財産の全部または一部を、相続人または相続人以外の人に、

無償で贈与すること）を希望されるお客さまに対して信託銀行等の専門家をご紹介。 

一般社団法人仁淀ブルー観光協議会 

仁淀川流域の観光振興をサポートするため、平成２８年４月に「業務連携・協力に関す

る覚書」を締結。 

平成２９年３月には、地域ブランドの商標「仁淀ブルー」を用いた当行オリジナルのノベ

ルティグッズを作成し、粗品として活用。 

黒潮町 

「黒潮町中小企業者等経営支援に関する協定」を平成２９年３月に締結。 

黒潮町と黒潮町の産業振興のため、構成機関が相互に連携・協力し、町内の中小企

業者等の経営支援を図る。 

◇ 「地域経済の活性化に向けた取り組みを公表いたしました 
 
金融庁は、金融機関における金融仲介機能の発揮状況を客観的に評価できる指標となる「金融仲介機能のベンチマーク」を平

成２８年９月に公表しており、当行は、このベンチマークに基づく計数を本年３月にホームページで公表いたしました。なお平成２

９年３月期の計数は本年７月に発行するディスクロージャー誌に掲載いたします。 

当行はこれからも、長年にわたって築いてきた地域のお客さまとの絆をさらに深め、金融仲介機能を発揮して、地域密着型金融

を進化させ地方創生に貢献してまいります。 
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◇ ＡＩを用いた音声対話システムの実証実験に協力 

 当行は、株式会社Ｎｅｘｔｒｅｍｅｒ（代表

取締役 向井永浩）ならびに株式会社ブ

イキューブ（代表取締役 間下直晃）と共

同研究契約を締結し、当行本店営業部

のロビーにて、平成２８年９月より約１カ

月間、ＡＩ（人工知能）を用いた音声対話

システム「頭取くんと秘書子ちゃん」を設

置し、ご来店いただいたお客さまに対し

て受付窓口の案内や観光案内を、対話

を交え応対する実証実験に協力いたし

ました。  
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◇ サムライせんせいとコラボ 

 漫画「サムライせんせい」とのコ

ラボ企画として「２０１７こうぎんビ

ビッド春のキャンペーン」合同企画

【高知銀行×サムライせんせい】を

平成２９年２月１日から５月３１日

まで実施いたしました。 

※当行は、高知県内においてロケが行われ、来年公開予定の実

写映画「サムライせんせい」を応援しています。 
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◇ 県庁支店を移転 
 
高知県庁西庁舎にて営業してまいりました県庁支店は、２つの支店が１つの店舗内で営業を行なう「ブランチ・イン・ブ

ランチ方式」として、平成２９年６月１９日に本町支店内へ移転いたしました。 

なお、支店名称・支店番号・お客さまの口座番号の変更はございません。また、公共料金・税金・保険料などの口座振

替および給与・年金・配当等のお受取りにつきましても引き続き利用いただけます。 

 

◇ 「こうぎんよさこいＣＡＲＤ」 をリニューアル 

お客さまがより一層便利にご利用いただけるよう「こうぎんよさこいＣＡＲＤ」をリニューアルし、

平成２８年６月１日より取扱いしております。 

  ・キャッシュカードとクレジットカードが１枚のカードでご利用いただけます。 

  ・クレジットカードはＪＣＢまたはＶＩＳＡのいずれかを選択いただけます。 

  ・別途、コンビニやスーパーでご利用いただける電子マネーが無料で発行いただけます。 

  ※ クレジットカードは株式会社高知カードが発行いたします。 
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◇ 移動金融車を導入 
 
当行は、災害の発生等の緊急時に備えるため、移動金融車を導入す

ることといたしました。同車両は３トントラックにATMや窓口カウンター、

発電機、ＡＥＤ等を搭載しており、被災地におけるATMサービスや電源

供給等に活用できるほか、比較的店舗の少ない地域や、取引先企業

の職場、各種イベント会場等において金融相談等のサービスもご提供

できるようになります。 

導入時期は平成２９年７月下旬頃を予定しております。 

◇ 「Web口振受付サービス」の取扱を開始 
 
当行と契約している収納機関での商品購入やサービスをお申込みいた

だく際に、代金や料金のお支払に関する預金口座振替契約を、ご自宅

のパソコンやスマートフォンによりインターネットを通じて、各収納機関

のホームページからお申込みいただける「Web口振受付サービス」の取

扱を平成２９年４月より開始いたしました。 

◇ ６０歳以上のお客さまを対象とした住宅ローン新商品を発売 
   リバースモーゲージ住宅ローン「こうぎん ゆとり応援団」 
 
四国の金融機関では初めてとなるリバースモーゲージ型住宅ローンを、

平成２９年４月より発売いたしました。 

シニア世代のお客さまのゆとりある生活を応援するために、毎月のお

支払いはお利息のみとしており、住宅関連資金として幅広くご利用いた

だけます。 
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◇ 産学連携による「シーズ発表会」や「こども金融・科学教室」、「こどもサッカー教室」を継続開催 
 
地元企業のニーズと高知工業高等専門学校が保有している研究技術との連携を図る「シーズ発表会」や、地域のこどもたち

を対象とした様々なイベントを毎年開催しております。 



お問い合わせ先 

株式会社高知銀行 経営統括部 

ＴＥＬ：088-822-9311 ＦＡＸ：088-871-7121 

ＵＲＬ：http://www.kochi-bank.co.jp/ 

Ｅ－ｍａｉｌ：kouhou@kochi-bank.co.jp 


